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＜文責:加藤＞

　３年生、5年生、つくし組で研究授業・保育を行いました。小学校で
は『めあてを持ち、自分で学びを進めていく力』を育てることを大切に
しています。これまで学んだことを生かし、自分の力で問題を解決し、

その考えを相手にわかりやすく伝える姿へとつなげていくための力です。研究授業では、子どもたちが自分
自身で考えたり、友だちと説明し合ったりしながら学んでいく姿が多く見られました。私たち教師も、そ
うした姿をもとに授業改善について話し合いを行いました。 
　一方、幼稚園でも保育の研究を行いました。幼稚園では、子どもたちが「こんなこともやってみたい」
とワクワクしながら夢中になって遊び、その遊びを友達と関わりながらどんどん広げていけるようにするた
めの、教師のかかわり方について研修しています。子ども
の興味がさらに発展していくように、どんな言葉かけや環
境づくりがよいのかについて学び合いました。 
　また、この保育研究には小学校の教員も参加し、幼児
期の学びについて理解を深めることができました。幼稚
園と小学校が連携することで、子どもたちの「学びの連続
性」を大切にした取り組みに生かされています。 

「人権」とは、すべての人が生まれながらに持っている、尊重され幸せ
に生きるための基本的な権利です。本校では、12月5日から12月12日ま

でを人権週間とし、さまざまな人権に関わる活動に取り組みました。 
　人権集会では、人権標語や人権作文の発表に加え、児童会各委員会がそれぞれ工夫して取り組んだ人権
に関わる活動の紹介がありました。また、この期間に合わせて、今年は「人権さん」を掲示しました。”よ
うがいさん”に友達のよいところや、ありがとうの気持ちをカード
に書いて貼り、お互いに伝え合う活動です。 
　稗原校では、子どもも大人も「人権」の意味を正しく理解し、
互いを思いやり大切にする行動につなげていけるよう、これから
も学びを深めていきます。

夢 を つ な い で

人権集会

校内研究授業

　51号線沿いで毎朝のように玄関先に立っておられるご婦人を見かけます。何かをしておられる風でもない
ので「朝の空気を楽しんでおられるのかな？」そんなことを思いながら、いつも横目でお姿を眺めていまし
た。今朝も、いつもの場所に姿がありました。そこへ、本校の卒業生である中学生が自転車で通り過ぎてい
きました。すると、ご婦人は中学生に向かって、そっと小さく手を振り「いってらっしゃい」と声をかける
ように見送り、そして静かに家の中へ戻っていかれました。きっと毎朝、通学する子どもたちに変わらぬ気
持ちで挨拶をしてくださっているのでしょう。地域の方がよく口にされる「子どもは地域の宝だ」という言
葉を、まさに体現してくださっているように感じました。お一人おひとりが、地域の子どもたちの健やかな
成長を願い、それぞれの形で見守り、支えてくださっている。そのあたたかさに、改めて地域の皆様への感
謝の思いを深くいたしました。�
　２学期は、子どもたちがこれまで培ってきた力をもとに、自分を表現し、さまざまなことにチャレンジし
た学期でした。保護者・地域の皆様には、いつも温かく応援していただき、本当にありがと
うございました。冬休みにしっかりリフレッシュし、新年からまた新たな気持ちで頑張って
まいります。どうぞ皆さま、良い年をお迎えください。



　５日（月）幼 預かり保育開始 
　８日（木）始業式　 
　９日（金）給食開始　午前中授業 
１３日（月）５校時授業 
１５日（木）幼小運営理事協議会 
１９日（月）教育相談週間（～30日） 

２０日（火）2園交流 
２１日（水）セレクト給食(6年） 
　　　　　　もちつき会•さくらんぼ教室（幼•5年） 
２２日（木）入園前健康診断(幼） 
２３日（金）ICV見学(5年）スクールカウンセラー来校 
２６日（月）科学館学習(4年） 
２７日（火）集合学習(4年）

＜　　　行事予定＞

　来年度、本校では児童数の減少に伴い、中学年が複式学級となりま
す。複式学級という言葉を初めて聞かれる方もいらっしゃると思いま
すので、その仕組みと特徴について簡単にご説明いたします。 
【複式学級とは】 

　複式学級とは、二つの学年が同じ教室で学習する学級のことです。1・2年生の合計が8名以下、3・4年生の合
計が16名以下（5・6年生の場合も同様）の場合に複式学級を編成します。来年度、本校の中学年もこの基準に
基づき複式学級となる予定です。 
【授業の進め方】 
　複式学級では、教師が二つの学年を行き来しながら授業を進めます。授業は以下の
二つで構成されています。 
・直接指導（教師が一方の学年を直接教える時間） 
・間接指導（もう一方の学年が、自力または協力して学習課題に取り組む時間） 
【複式の授業で育つ力】 
「先生から直接教わる時間が少なくなり、学びが薄くなるのでは」と心配されるかもし
れません。しかし、間接指導の時間では、子どもたちが自分で考え学び進める力が育ち、自律的に学ぶ姿勢が身
につきます。また、上の学年は手本を示したり説明したりする場面が増えることで自覚が生まれ、理解がより深
まります。下学年は近くに良いお手本がいることで見通しをもち、安心して学習に取り組むことができます。 
【教育課程（学習内容）について】 
　複式学級では、同じ教室で二つの学年が同時に学習するため、学ぶ内容や進め方を工夫する必要があります。
本校では、算数は学年別の学習を行いますが、それ以外の教科については、学ぶ内容をA年度・B年度に分け、
毎年交互に学習する「AB年度方式」を取り入れます。（3・4年生が同じ内容を一緒に学習します。※来年度は
導入の年なので学ぶ内容によって異なります）この方法により、どちらの年度に在籍しても、3・4年生で学ぶ内
容を2年間でバランスよく身につけることができます。 
　該当学年には２月の学級懇談の際に説明会を行いま。ご不明の点などありましたら問い合わせください。

　「いじめアンケート(保護者対象)」の結果についてお知らせします。�

　おとなの目の届かないところで起こっているいじめ、それに伴う子どもたちの不安があることを学校としてしっか
りと受け止めたいと思います。今後も子どもたちの様子を細やかに観察しご家庭と情報を共有しながら、いじめのな
い、安心して過ごせる学校づくりに努めてまいります。

複式学級について

いじめアンケート
（%） ある ない わから

ない （自由記述）※内容を要約
①あなたのお子さ
んはいじめを受け
ていますか

0 93 7
・遊び半分、理由なく嫌なことをする子がいる。 
・指導があっても変わらない。 
・注意しても変わらない子もいる。 
・学校での指導は望むが、報復が怖い。慎重にしてほしい。 
・早期発見、早期対応を望む。 
・先生が注意をしてくれているのを見て安心した。相談できる環境ができ
ている。 
・なんでも話せる雰囲気作りを望む。 
・アンケート等の取組が安心につながる。日頃の取組について知りたい。 
・担任が情報を伝えてくれるので安心している。

②あなたのお子さ
んはいじめをして
いますか

0 90 10

③学校でいじめが
あると聞いたこと
がありますか

14 59 28

自分たちで学習を進める
授業スタイル（3年生）


